
新 旧 対 照 表 
変更前 変更後 

（前略） 
 
４ 地域再生計画の目標 
  伊那市長谷地区は長野県の南東部に位置し、南アルプス国立公園及び三

峰川水系県立公園を有し、仙丈ケ岳（標高 3,033m）を中心とした南アルプ

ス山岳観光の拠点として、登山者を中心に多くの観光客が訪れている。ま

た、長谷地区の総面積の 96％が森林であり、観光及び農林業が主な産業と

なっている。 
  長谷地区では「心の通った村づくり」「住みやすさを実感できる村づくり」

「主体的な事業展開を目指した村づくり」の 3 つを目標に掲げ、農業生産

基盤整備・下水処理施設整備などの大規模事業や、長谷地区の伝統文化で

ある中尾歌舞伎を保存・伝習するための中尾座の整備、都市部から若者の

受入を促進するための団地の整備等を展開し、積極的な地域づくりを行っ

ている。 
反面、近年の少子高齢化に伴う過疎化の進行や、農林業離れによる担い

手不足により、手入れの行き届かない森林の増加や、自然災害等への対応

が地域の課題となっている 
このため、「南アルプスの村」として優れた自然のイメージを重視しなが

ら、仙丈ケ岳にある山小屋の整備及び北沢峠（標高 2,032m）での「長衛

祭」の開催や、「南アルプス体験ネットワーク事業（インタープリテーショ

ン事業）」の一環として、自然体験指導員の養成・「南アルプス林道ウォー

キング」等のイベントを行い、山岳・湖・農林業等長谷地区の持つ財産を

提供することにより、都市部住民との交流を深め、地域の活性化と共に機

能的な観光の確立を目指している。 

（前略） 
 
４ 地域再生計画の目標 
  伊那市長谷地区は長野県の南東部に位置し、南アルプス国立公園及び三

峰川水系県立公園を有し、仙丈ケ岳（標高 3,033m）を中心とした南アルプ

ス山岳観光の拠点として、登山者を中心に多くの観光客が訪れている。ま

た、長谷地区の総面積の 96％が森林であり、観光及び農林業が主な産業と

なっている。 
  長谷地区では「心の通った村づくり」「住みやすさを実感できる村づくり」

「主体的な事業展開を目指した村づくり」の 3 つを目標に掲げ、農業生産

基盤整備・下水処理施設整備などの大規模事業や、長谷地区の伝統文化で

ある中尾歌舞伎を保存・伝習するための中尾座の整備、都市部から若者の

受入を促進するための団地の整備等を展開し、積極的な地域づくりを行っ

ている。 
反面、近年の少子高齢化に伴う過疎化の進行や、農林業離れによる担い

手不足により、手入れの行き届かない森林の増加や、自然災害等への対応

が地域の課題となっている 
このため、「南アルプスの村」として優れた自然のイメージを重視しなが

ら、仙丈ケ岳にある山小屋の整備及び北沢峠（標高 2,032m）での「長衛

祭」の開催や、「南アルプス体験ネットワーク事業（インタープリテーショ

ン事業）」の一環として、自然体験指導員の養成・「南アルプス林道ウォー

キング」等のイベントを行い、山岳・湖・農林業等長谷地区の持つ財産を

提供することにより、都市部住民との交流を深め、地域の活性化と共に機

能的な観光の確立を目指している。 
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  また、観光地への主要アクセス道路や幹線林道の効率的な整備により、

林業を始めとする産業の振興や、自然災害に強い森林づくりを進めながら、

災害時の迂回路を確保し、住民が安心・満足して暮らせる地域づくりを行

うこととする。 
（目標１）国道 152 号から南アルプス登山の起点である林道バス営業所まで

の高速バス等の時間短縮（10min→3min） 
（目標２）林道及び接続する市道の整備による間伐実施面積の増加 

（150ha→170ha） 
 
 

５ 目標を達成するために行う事業 
（５－１）全体の概要 

伊那市高遠町地区と伊那市長谷地区を結ぶ「林道長谷高遠線」、「市道女

沢線」の改良工事を行うことにより、林業の振興及び森林整備の推進を図

る。さらに、主要な幹線である国道 152 号の災害等緊急時の迂回路を確保

する。 
また、南アルプス林道を経由し山梨県南アルプス市と通ずる「市道黒河

内線」の改良を行うことにより、「南アルプス林道ウォーキング」等の大自

然を生かしたイベントの実施が促進されるなど、道路整備とイベント等の

ソフト事業を一体的に行うことにより地域づくりを進める。 
 
（５－２）法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

道整備交付金を活用する事業 
 整備箇所等については別添の整備箇所を示した図面による。 

  また、観光地への主要アクセス道路や幹線林道の効率的な整備により、

林業を始めとする産業の振興や、自然災害に強い森林づくりを進めながら、

災害時の迂回路を確保し、住民が安心・満足して暮らせる地域づくりを行

うこととする。 
（目標１）国道 152 号から南アルプス登山の起点である林道バス営業所まで

の高速バス等の時間短縮（10min→3min） 
（目標２）林道及び接続する市道の整備による間伐実施面積の増加 

（150ha→180ha） 
 

 
５ 目標を達成するために行う事業 
（５－１）全体の概要 

伊那市高遠町地区と伊那市長谷地区を結ぶ「林道長谷高遠線」、「市道女

沢線」の開設・改良工事を行うことにより、林業の振興及び森林整備の推

進を図る。さらに、主要な幹線である国道 152 号の災害等緊急時の迂回路

を確保する。 
また、南アルプス林道を経由し山梨県南アルプス市と通ずる「市道黒河

内線」の改良を行うことにより、「南アルプス林道ウォーキング」等の大自

然を生かしたイベントの実施が促進されるなど、道路整備とイベント等の

ソフト事業を一体的に行うことにより地域づくりを進める。 
 
（５－２）法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

道整備交付金を活用する事業 
 整備箇所等については別添の整備箇所を示した図面による。 
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  [施設の種類（事業区域）、実施主体] 
  ・市 道  （伊那市長谷地区） 長野県（認定済） 
  ・市 道  （伊那市長谷地区） 伊那市（認定済） 
  ・林 道  （伊那市長谷地区） 伊那市（地域森林計画に登載済） 
 
  [事業期間] 
  ・市 道（過疎代行） （平成 17 年度～平成 21 年度） 
  ・市 道       （平成 19 年度～平成 21 年度） 
  ・林 道       （平成 17 年度～平成 21 年度） 
 

[整備量及び事業費] 
  ・市道（過疎代行）2.2km、 市道 1.0km、 林道 0.4km  
 
  ・総事業費 480,000 千円 

市 道(過疎代行) 300,000 千円 (内交付金 150,00 千円) 

市 道 50,000 千円 (内交付金 25,000 千円） 

林 道 130,000 千円 (内交付金 65,000 千円） 
 

（後略） 
 

 
 

  [施設の種類（事業区域）、実施主体] 
  ・市 道  （伊那市長谷地区） 長野県（認定済） 
  ・市 道  （伊那市長谷地区） 伊那市（認定済） 
  ・林 道  （伊那市長谷地区） 長野県（地域森林計画に登載済） 
  ・林 道  （伊那市長谷地区） 伊那市（地域森林計画に登載済） 
  [事業期間] 
  ・市 道（過疎代行） （平成 17 年度～平成 21 年度） 
  ・市 道       （平成 19 年度～平成 21 年度） 

・林 道（過疎代行） （平成 20 年度～平成 21 年度） 
・林 道       （平成 17 年度～平成 21 年度） 
[整備量及び事業費] 

  ・市道（過疎代行）2.2km、 市道 1.0km 
・林道（過疎代行）0.5km、 林道 0.6km 

  ・総事業費 692,000 千円 

市 道(過疎代行) 300,000 千円 (内交付金 150,00 千円) 

市 道 50,000 千円 (内交付金 25,000 千円） 

林 道(過疎代行) 210,000 千円 (内交付金 105,000 千円） 

林 道 132,000 千円 (内交付金 66,000 千円） 
 

（後略） 
 
 


